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Sohei Tokunaka and Sunao Yachiku
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   Herein we report a case of paraganglioma. The metastatic lesion was incidentally found in a 
64-year-old man by chest roentgenography. The primary tumor was extra-adrenal and was revealed 
to be malignant. The patient was normotensive without clinical symptoms despite extreme high 
serum and urinary dopamine levels. A venous injection of 5 mg metoclopramide elicited a signif-
icant increase of the blood pressure. This phenomenon disappeared after surgical excisions of the 
primary and metastatic lesions. The metoclopramide test is considered to be useful to diagnose 
asymptomatic paraganglioma. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 39: 349-352, 1993) 






















在 リンパ節 の 腫脹 も認 め な か った.
一 般 検査 所見 ・末 梢 血 ・生 化学 ・電 解 質 に 異 常 な
く,心 電 図 は 正 常,尿 検 査 も正常 であ った.眼 底 所 見
は 両側 ともKWIIaで あ った 。
内分 泌 学 的 検 査:副 腎 皮 質 系 では,尿 中17-OHCS
が23.1mg/日と 高値 を 示 す 他 は 正 常範 囲 で あ った
が,副 腎 髄 質 系 で は 血 中 ノル ア ドレナ リン2,590pg/
m1,ドー パ ミン2,580P9/ml,アドレナ リソ20P9/ml,
尿中 ノル ア ドレナ リ ン4,520μg/H,ドーパ ミン13,700
μ9/日,ア ドレナ リ ン63.3μ9ζ日で あ り血 中 お よび 尿
中 ノル ア ドレナ リ ンと ドーパ ミンの異 常 高値 と尿 中 ア
ドレナ リンの高 値 を 認 め た.尿 中 バ ニ ール マ ンデ ル酸,
ホ モバ ニー ル酸,ノ ル メ タネ フ リ ソは 軽 度 上 昇 して い
た.
画 像 診 断:胸 部X線 上,右 上 肺 野 に 異 常 陰 影 を 認
め,心 拡 大 は なか った(Fig.Ia).
胸 部CT上,右 第5肋 骨 に 骨 破 壊 像 を 伴 う8×5
cmの 腫 瘍 陰 影 を 認 め た が,肺 野 は 圧 排 所 見 のみ で 明
らか な 異 常 は な か った(Fig.lb).
腹 部CT上,右 腎 上 部に 直 径 約5cmで 辺 縁 不 整
な 腫 瘤 を 認 め,一 部 に 石 灰 化 お よ び10wdensity
areaを伴 って いた(Fig.2a).





































血 中 ノル ア ドレナ リン濃 度






号 の類 円形 の 腫 瘤 を 認 め,Gd-DTPA投 与 に よ り腎
実 質 と同程 度 に 強 くcnhanceされ た が 全体 的 に 不 均
一 な 像 を示 して い た(Fig.2b).CT・MRI上,左 副
腎 に は 異 常所 見 を 認 め なか った.
超音 波 検 査 で は,右 腎 の上 方 に 肝 ・腎 との境 界 明 瞭
で 表面 やや 不 整 な56×53×49mmのhypoechoicな
腫 瘤 を認 めた.内 部 は ほぼ 均 一 で あ った.
右 副 腎動 脈 造 影 で は3本 の副 腎 動脈 よ り栄 養 され る
hypervascularな腫 瘤 を 認 め 血 管 の 不 整像 も 見 られ
た.同 時 に施 行 した右 副腎 静 脈 の サ ンプ リ ングで は,
ノル ア ドレナ リソ 濃 度 は60,990P9/ml(末梢 血 正 常
値40～350),ドー パ ミン濃 度 は3,940pg/ml(末梢血
正 常値700以 下)と 高値 で あ り,ア ドレナ リンは軽 度
上 昇 して い た.
全 身 骨 シ ンチ グ ラ ムでは 右 第5肋 骨 背 部に 異 常 集積
を 認 め た,
薬 剤 負 荷 試 験:ク ロ ニ ジ ソ(カ タ ブ レス⑪)抑 制 試
験 で は0・3mg経 口投 与 に よ り血 中 ノル ア ドレナ リソ
は 前 値2,060pg/m1,3時間後1,770pg/m1と士印制 さ
れ な か った,
メ トクロ プ ラマ イ ド(ブ リソベ ラ ン卿)負 荷 試 験 で
は5mg静 注2分 後,血 圧 は108/73mmHgか ら
157/92mmHgと上 昇 し,血 中 ノ ル ア ドレナ リン濃 度
は静 注 前2,860P9/mlに対 し,静 注5分 後8,700P9/
mlま で 上 昇 して い た(Fig.3).




























吉原,ほ か:パ ラ ガ ソグ リオ ーマ ・メ トクロ プ ラマ イ ド















































特徴 として高血圧例 では通常ノルアドレナ リン優位
型であるのに対 し無症候性例では自験例のように ドー




























近年,昇 圧誘発法としてメ トクロブラマイ ド負荷試
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